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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及E用究の背景
2011年3月11日，筆者は，当時勤務していた宮
城県東松島市立野蒜小学校で大津波に遭っ丸避
難所となっていた体育館に，津波は猛烈な勢いで
流れ込み，多くの尊U命を奪い去った。助かった
と感じた時，人間の無力さとともに教員としてで
きることはなかったのかと悔しさが沸き上がって
きた。そして，この体験をした自分だからこそで
きることを，今後の教員生活で実践していかなけ
ればならないという，使命感を強く持つに至った。
学校琴揚では，防災教育の必要性を認識してい
るものの，朝市の多忙化相寺間確保の困難，耕オ・
教育プログラムの不備(の認掛等により，積極
的に実施されていないことが報告されてきた(村
山， 2009;片岡， 2011)。
「東日本大震災における学校等の対応等に関
する調査J(文部科学省， 2012)によると，防災教
育として震災前までに指導されていた内容は， r災
害からの身の守り方」が最も多く約8割の学校等
で実施されていた。「雑蛾で過去に発生していた災
害Jr地域に起こるとされている災害」に関して指
導されていた学校等は，それぞれ約3割で，津波
災害がある沿岸部では内陸部と比較して 15ポイ
ント程度高かったが，半数に満たなかった。
文部科学省は，東日本大震災の教訓を踏まえ，
2012年に「学校防災マニュアル(地震・津波災害)
作成の手引きJ.2013年に rw生きるカ』を育む防
災教育の展開Jを，宮城県は， 2012年に「みやぎ
学校安全基本指針」をそれぞれ溌行し，学校防災
(防災教育・防災管用等)の推進を図ろうとして
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いる。
(2)研究の目的と方法
自然災害は，誘因(ハザード)から直接もたら
されるのではなく，素因すなわち発災前から(被
災)地域に存在する「土地条件(物理的条件)Jと
「社会的制牛」が被害の有無・軽重を強く規定す
る。このことは，自然災害がきわめて地域的な現
象であること，誘因の発生は食い止められないと
しても素因つまり地域の条件への働きかけによっ
ては被害をなくす/軽減する可能性を示している。
地域の条件を踏まえた事前対策の有効性を強く示
唆する(村山.2011)。
自然災害は地域的な現象であることから，学校
が所在する地域の土地条件と社会的条件およびハ
ヂードを含む災害の発生機構を学習することで，
被害軽減に寄与できる。さらに，学習事項を，児
童生徒が家族に伝えたり，成長して自分の子ども
に伝えたりすることは，地域の災害文イ晴築にも
つながる。「社会的条件Jの中で，学校(教育)が
重要な構成要素でもあると言える。一方，地域教
育としての防災教育は，地蛾の自然災害だけでな
く自然の恵みや人間の営みも含めてなされるべき
である。
本研究の検討課題は，以下の3点である。
①これまでの先行研究や先行事例の検討
②学校現場で無理なく実践可能で，児童生徒の発
達朗階に応じた防災教育プログラムの開発
③学校所在地の環境糊主主を踏まえた防災管理の推
進のための標準的指針(マニュアル)の開発
2 先行研究圃先行事例の検討
(1) r防災教育チャレンジプランJについて
防災教育の展開を支える支援プログラムのー
っとして， r防災教育チャレンジプラン」がある。
このサイト内の「防災教育事伊燐むには，①対
象②実践主体③プログラムの種類④対象災害種別
⑤チャレンジ度⑥主な協力・連携先だ活動目的の
検索項目があり，それぞれを単独でもクロスしで
も検索することができる。
以上の単独検索結果をまとめると，児童生徒を
対象にした基本的な防災意識を高めるイベントを，
外部団体の協力を得ながら学校で行うプログラム
が充実しているということが分かつた。
有意義なプログラムが多く紹介されているが，
体験学習やイベントs ワークショッブなどを行っ
たり，地域組織・団体やボランティア団体・ NP
O法人などの外部団体に依頼したりすることがで
きる学校は，実際には限られると考える。
そこで，どこの学校の学級担任でもできそうな
防災教育のプログラムを見つけるために， r児童牛ー
徒を書長訣にした教科領域等のプログラムを学校が
実践するJものを検索した。
表1.クロス検索の件数
対象 難鮭体 プログアム 件数
小学生低学年 学校 総制力な学習 3 
小学生低学年 学校 教科学習 2 
小学生前学年 学校 総制力な学習 12 
小学生前学年 学校 教科学習 4 
中学生 学校 総合的な学習 10 
中学生 学校 教科学習 1 
高校生 学校 総倒告な学習 7 
高校生 学校 教科学習 7 
すると，多くの学校で実践可能なプログラムの
件数は決して多くないととが分かった(表1)。
小学生を対象にしたプ口グラムを例にすると，
総合的な学習の13件中6件と教科学習の6件中5
件が中学校や高等学校が主体の実践で，小学生と
交流学習をするような内容である。
総制力な学習の時聞は，多様な活動に応じて指
導時数を柔軟に設定でき，ダイナミ yクな実践が
できる反面，筆者の経験では，学校全体で貫いた
計画のもとで行われたり学年合同で活動したりし
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て，学級担任の裁量は少なしL 防災教育の必要性
を感じていても，学級担任の指導にf工されている。
教科学習や学級活動の実践事例が少ないと実践に
結び付けにくいのが実情である。
また，時間的な制約がある中で，防災教育は学
校外からの協力を得ないとできないと感じられる
と，さらに現状を打開するのは難しい。そのよう
な状況を避けるために，特別な時間を要せず効果
的な防災教育を進める方策を探ってし、かなければ
ならない。
(2) r釜石市津波防災教育のための手引きJについ
て
丹田(2012)によると，騨曜が中心となって釜石
市で持強防災教育の教材開発を始めるにあたり，
市内の全教員に対してアンケート調査が行われた。
その結果，次の4点が課題として明らかになったa
q激員も津波防災の十分な先日識を持ってb、加、
②棒波防災教育のための時間の確保が難しし、
③1'1破防災教育のためのテキストや資料がない
④防災教育として何を教えていいのか分からない
こうした課題を踏まえて， 2010年 3月， r釜石
市津波防災教育のための手引きJが作成された。
この「手引き」は，次のような特徴がある。
・各学年の教科から， r，地震・禅波・防災」に関車
する単元をヒ。ツクアップし，追加的に教えるこ
とが可能と思われる内容を取りまとめた。
-児童生徒の珪弊カに応じた， 1時間で津波防災
教育を実施するカリキュラムを取りまとめた0
.複数時間で授業をする場合の成果物の作成例を
取りまとめた。
内容を例示すると，小学校 2年生の算数では，
「津波の高さは釜右湾では3メートルになるらし
いです。では， 3メ}トルは何センチ?J， 3・4年
生の社会では，「海と山に閥まれた釜石市，おいし
川魚はたくさん獲れるけど，海波が来る」といっ
た払噛を，該当する教科で扱うようにした。
これによって通常のカリキュラムの中で，防災
教育を受けることが可能となり，この「手引き」は，
小・中学校の9年間に学ぶ湾波防災教育をまとめ
ているため，棒波に関する知識特鳴を毎年積み
重ねていくことができる。
この事例は，教科等の中に防災の要素を散りば
めて，系統的かつ継続的に指導することができ，防
災教育の時間が取れないという根本的な課題にも
応えると言えよう。
3 実践と結果
(1)防災教育
¢防災教育関連単元一覧表の作成
特別な時間を要せず防災教育を進めるためには，
通常の教科指導の中に防災の要素を散りばめるこ
とが効果的である。そこで，小学校の全教科等に
関する「防災教育関連単元一覧表」を作成した。
2015年度に行われる，小学校の教科書改訂では，
防災教育に関連する内容が多く取り入れられるこ
とになり，このことを踏まえた作業となった。
学習指導要領を見ると，佐鉾七理科などの教
科は，防災教育に関連する学習内容があるので，
「自然災害を防ぐjや「変わり続ける大枇など
の単元名で載っている，教科書会朴発行の年間指
導計画案を参考に作成した。これらの教科は，直
接的に防災教育の効果が期待できると言える。
一方，国語科，算数科などは，防災教育に直接
関連する学習内容があるわけではない。教科のね
らいを崩さず，教材を防災と関連付けて指導する
ことで，間接的に防災教育の効果が期待できるこ
とを念頭に検討した。
全教科等を通して，災害について理解したり，
自らの命を守る適切な行動をしたりすることがで
きることを目指している。
②授業実践や職員研修の実施
2014年度に， 4小学校， 2中学校:， 1高等学校，
l大学において，授業実践や職員研修を行った。
この中から，いくつかの授業実践を報告する。
a)山形県立A高等学校での実践
現職院生のN教諭の依頼により，国語総合学習
単元「災害と古典J(1年生)の中の1時間を被災
体験とこれからの防災について，以下のように授
業することになった。
・9/16 ①1-1， 1-4 合同授業
②1-2， 1一也合同授業
・9/17 ③1-3
③1-5， 1-7 合同授業
⑤1-1 (学級活動)
小学校教員である筆者が高校生に対して授業
をすることは初めての経験であり，津波被害のな
い山形県で津波の体験を話しても，どの程皮伝わ
るの由、L、百己だった。
7月に大学生に対して体験談をした後，学生が
「山形で体験した震災は，太平洋側に比べると大
したことがない。だから，体験したことを言って
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いいものなのか迷う」と述べた。確かに山形の被
害は少なかったが，一人一人の人生を振り返ると
最大の災害体験だったはずで，被害の大小を問わ
ず，あの時どの場所でどんな思いをしたのかを思
い出し，忘れずに伝えていくことが，同じ時代を
歩んでいる一人として価値があるということを，
A高生にも伝えたいと考えた。
授業対象の1年生は，震災当時，小学6年生で
あり，筆者が当期自任していた子どもたちと同じ
歳である。この共通点から，身近な話として聞い
てもられるような工夫を講じたいと考えた。
授業の内容は，震災発生前・発生産後・発生後
の学校や児童，地域の様子と復興の歩みを核とし
て，防災教育のねらいやA高生が通学する地域の
災害特性に合わせた構成とした(表2)。
表2山形県立A高等学校での授業の構成
はめじ
-山形県が救援物資輸送の拠点だったこと
-炊き出し等の山形県の支援活動に感謝
-みなさんの r2011.3.11Jは?
発語 • i風光明蛸な地域の様子• 5校時目の「総合」の授業の様子
発生裏
• 14:46 大地震発生
-学校に地域の人々が避難
• 15:52 大津波襲来
発後生
-体前官に響いた「野制、ファイト!J 
-当日の夜，翌日の様子
-避難努生活の様子
後卒業
-他の学校を借用して行った卒業式
-間借りの中学校生活スタート
• 3年生から中学校統合
防災
-地震への備え
-洪水への備え
'A高校生へメッセージ
①の授業では，これまで他校で行ってきたよう
に騨市(筆者本人〉視点で体験を語ったが，②の
授業では，「Hさんは」と筆者の教え子の名前を
挙民児童視点で体験を語った。①の授業と比べ
ると，生徒の反応が違ったロ
授業を参観した院生のK氏は， r②の授業は印
象的だった白WHさん』の個人の体験を取り上げた
ことがとても大きかったと思う。特に， WHさん』
のメッセージの場面は，一瞬で教室の空気が変わ
ったのが分かった。同世代の体験談を聞いたこと
が，生徒の中に響いたものと思われる。」また， l'④ 
の授業は『ハザードマップ』を提示した場面が印
象的だった。マップは，他のクラスで使ったもの
と同じだったが，その授業では『剣林線』の場
所を示した。マップを指差して周りの生徒と話す
場面は，他のクラスでも見られたが， w奥羽本線』
の場所を示すことで， wヤパくない?~という発言
が出たのだと，思う」と報告してくれた。
生徒の事後の感想を読むと，「Hさん」と書い
であったり， r行事が当たり前にできると思わない
でください。」というメッセージが印象に残ったと
書いてあったりしたものを多く目にした。
b)山形市立B小学校での実践
9月 1日の防災の日に合わせ，被災体験を含め
た防災の授業と職員研修会を行う依頼を現描院生
のK教諭から受けた。
震災当時，筆者が担任していたのは 6年生で，
授業の主な対象も6年生である。この共通点を踏
まえ，教科等を変えたアプローチで，震災当時の
ことや防災について考えられるような工夫を講じ，
以下のように授業をすることになった。
. (t'6-3 (道徳)
-⑫，-2 (学活)
・⑩，-1(.社会)
-④5-1，5-2 合同授業(学活)
③の授業は，導入として，広島市の士砂災害が
一面に掲載された新聞を提示し，自然災害につい
て学習するということを話した。
展開は，まず，今から約400年前と約360年前
の城下町山形の絵図を比較し，その変化を見付け
させ，発表させた。 1本の川が2本になった，川
が移動したという考えが出た。
次に，川が移動したわけを考えさせた。川が犯
濫を起こした，城下町が水びだしになった，お堀
が壊れたなどという考えが出た。
その次に，前述した考えを確認するためにも資
料を配付し，現在では美しい馬見ヶ崎)I[も昔は「暴
れ，)IJと呼ばれるほど，何度も洪水を繰り返して
いたことを気付かせた。
自然災害の一つである，津波の体験を話した後，
まとめとして，今後，山形市で考えられる自然災
害(地震，洪水)について話した。
B小学区の側を馬見ヶ崎川が流れているが， 事
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後の感想には，ほとんどの子が，馬見ヶ崎川が「暴
れ.)IJだったととを初めて知ったと書いであった。
この授業を象徴するような感想を一つ紹介する。
私はお母さんに， r山形って災害少ないよね
ー。」と言っていました。今日の授業で一番驚い
たのは，馬見ヶ崎)I[が「毒材1)1 [Jと呼ばれるほど，
災害が起こりやすい)I[だったと知ったときです。
「ええ!そんなに災害がないんじゃなくて，逆に
たくさんあったんだ!Jと思いました。
もっともっと驚いたのが，これから地震が山形
市に起こるかもしれないということです。しか
も，震度6強と言っていて，昔だけではなく，こ
れから先も災害がたくさんあることは怖いなと
思いました。
今まで，災害はそんなにないと思っていたの
で，家で何も準備していませんでした。この授業
を受けたのをきっかけに，水や乾パンなどを準備
しようということを，家族に伝えたいです。
④の授業は，前年度，山形市立C小学校で実践
したものをB小学校版に改訂した。本時のねらい
は，r地震が起きた際の校舎内の安全な場所キ危険
な場所を考え，避難行動に対する意識を高めるj
として授業を行った(表3)。
表3 山形市立B小学校@籾授業の構成
山形県が震源の地震は起きないのか?
山形盆地断層帯で大きな地震が起きる可能性
学習課題一命を守るポイントを見つけよう
授業中の写真→「落ちてこない」場所へ避難
机のもぐり方は大丈夫?→脚をしっかり持つ
昇降口の写真→「倒れてこなしリ場所へ避難
音楽室の写真→「移動してこなしリ場所へ避難
机がないときの身の守り方→「ダンゴムシ」
ものが落下した写真借手・宮城内陸地震む
ものが転倒した写真倍手・宮城内陸地震
特別教室内散乱写真倍手・宮城内陸地震
配膳中，清掃中，図書室，体育館の写真→安全
な場所を探す
避難経路は「命を守る道」
地震でプロック塀は倒れるかもしれない
まとめ→普段から考えておくこと
最初に，東北地方の地図を提示し，山形県は長
年大きな地震災害が発生していないことを説明し
た。しかし，山形盆地断層帯で大きな地震が起き
る可能性が高いと言われているので，備えておく
ことが犬切であることに気付かせた。
次に，教室・昇降口・音楽窒の写真から，物が
「落ちてこない・倒れてこない・移動してこなb、」
ところに逓鎖骨ずることに気付かせた。そして， 3 
つの避難行動(ポイント)の意味付けとして，実
際の被災写真を提示した。
その次は，給餌己膳時，清掃時，図書室，体育
館の写真を順に提示し，危険なものを見付け， 3 
つのポイントを生かして安全な場所を考えさせ，
自由に発言させた。
まとめとして，先生がいない時も家で一人の時
も地震は起こること，だから，ここで地震が起き
たらどうしょうか，こんな時に地震にあったらど
うしょうかと普段から考えておくことを伝えた。
事後の感想には， r落ちてこない・倒れてこな
い・移動してこなしVについて多く書かれていた。
中には， 通学路のプロック塀を数えて帰った，家
の中の危険なものを探してみた，勉強したことを
お母さんに話した，などが喜かれていた。
c)山形市立C小学校での実践
教職専門実習Eの期間中，4時間の実践授業を
行うことになっていた。既存の単元に防災の要素
を加味した授業を実践したいと考え，以下の計画
で行った。
・①10/24 理科 (5-1)
・②10/30 社会 (5-2)
・③1/6家庭 (5-2)
・④11/10 学活。-1，2-2，2-3合同授業)
ア.①の授業について
O単元名 流れる水のはたらき
0ねらい災害を防ぐために，馬見ヶ崎}I同行わ
れている工夫を知り，防災に対する理解
を深める。
0授業の構成
1上流，河川敷，増水の河川敷，洪水の様子の写
真を提示し，いす守Lも馬見ヶ崎川の姿であるこ
とを知らせる。
2上流側から，災害を防ぐ構造物の写真(蔵王ダ
ム，砂防ダム，堰堤，護岸)を提示して，災害
を防ぐために，どのような工夫がされたのかを
考えさせる。
3 3枚の写真 (頭首工，親水公園，苧煮フェステ
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イノ勺レ)から，わたしたちは， )1から恩恵を受
けて生活していることに気付かせる。
4今後，生活していくうえで，川とどのように共
存していけばよいのかを考えさせる。
※環境保全に努めるとともに，川の怖さを知りつ
つ，川と仲ょくする気持ちを持たせたし、
5流れる水の働きによって災害が起こるのは，
川だけではないことを知る。
※山形市は扇状地であるため，なだらかな坂道が
東から西へ走っていることを確認し，県庁方面
からの雨がC小学区で流れの速さを増したり
溜まったりする可能性があることを気付かせ
る。
本時の学習は予まとめと発展的な要素があった
が，子どもたちは，川の水のはたらきの3つの作
用〈浸食・運搬・堆積)など，既習事項を生かし
ながら意欲的に発言し， r災害を防ぐために，水の
流れを緩める工夫をしている」と導き出した。
この時間で子どもたちに一番考えてほしかっ
たことは， ) 1の恵みを受けつつ， ) iIの怖さも知る
という自然災害との共存だった。 子どもたちの考
えを引き出す発聞とならなかったため，教師から
伝えた側面が強くなってしまった。
実習校担当のH准教授は， r子どもたちは画面
に引き付けられ，自分のこととして一生懸命に考
えていた。教材そのものが魅力的だと， 子どもた
ちは本当に学びに引き付けられるのだと改めて考
えさせられた。みんなのいる場所から少し離れて
座っていた男の子2人も，新しい写真が提示され
るたびに興味を示していた。(中略)県庁まで行か
れて調べ，集められた資料。本物でしかも身近な
耕オであったからこそ，子どもたちもあれだけ真
剣に考えていたのではないかと思った。Jと感想を
寄せてくださった。
イ.②の授業について
0単元名 情報化した担会とわたしたちの生活
0ねらい情報を送る側，受け取る側双方の立場
に立った情報の選択・判断や活用が犬切
であることを考える。
0授業の構成
1 r御撮山噴火」の新聞記事を提示した後に，蔵
王の新聞記事を提示し，身近な山でも災害が発
生する可能性があることを知らせる。
2 r山形市が噴火への備え呼び掛け依頼Jの記事
を紹介し，自分たち(情報の受け手)は，どん
な情報を必要としているのかを考えさせる。
3新聞記事の続きを読み.r蔵王山火山防災マツ
プJ(=火山災害ハザードマップ〉が発行され
ていることを知らせ，現物を紹介する。
4自分たちが必要としている情報が書いてある
カ鴇認しながら，ハザードマップ(情報の送り
手)は，どのような情報を載せているのかを調
べさせる。
5ハザードマップの想定を超えた災害が起き，犠
牲者が出た事例を紹介する。
6情報(特に災害に関する)の判断や活用の仕方
をまとめさせる。
山形市では，地震，土砂災害，洪水，火山のハ
ザードマップが発行されており，防災対策課に依
頼し資料をいただいた。その中から，火山のハザ
ードマップを活用した。御巌山噴火で全国的なニ
ュースとなり，市民に身近な蔵主も噴火の前兆と
みられるととが発生しているからである。
この授業を通して，子どもたちに伝えたいこと
は，災害は想定を超えて起きることがあるという
ことだ。東日本大震災発生当時，筆者が勤務して
いた学校は，市が策定した津波想定ハザードマッ
プで津波浸水区域外となっていたが津波が襲来し，
犠牲者が出てしまったのである。「想定にとらわれ
ない」ことには触れておきたいと考えた。
授業を振り返ると，子どもたちの食いつきは筆
者の想像以上だった。「噴火の備えが必要と新聞に
載っているけど，みんなが必要としている情報は
何か」と考えさせた場面では， rいつ噴火するのか」
や「火山灰は山形市に降るのか」という考えは予
想できたが， r農作物への影響はあるのカリ「どん
な対策・備えがあるのか」という既習事項キ唱搬
管理的な発想が出てきた。
一番驚いた場面は， r，蔵王山火山防災マップ」
を紹介したときに，子どもたちが見てみたいとい
う表情を見せたときである。ハザードマップを配
布すると，難しい表現が多い中，読み取ろうとグ
ループで頑張っていた。まとめの，情報の判断や
活用の仕方については， r，想定にとらわれないこと」
をつかんでいた発言が見られた。子どもたちの素
直な発想が多く出た授業だった。
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ワ.③の授業について
0題材名 地震被害の少ない住まい方をくふうし
ょう
Oねらい地震災害時に想定される被害を知り，
被害を少なくする工夫を考えることがで
きる。
0授業の構成
1揺れやすさマップを配布し，自分たちが住んで
いる地域の揺れの強さと，震度の説明から，
どのような揺れなのかを調べさせる。
2実際の被災写真(宮城県沖地震，新潟県中越神
地震など)を提示する。
3二人きょうだいの部屋のレイアウトを提示
し，その部屋が地震によってどのような被害
になるかを話し合わせる。
4近年発生した直下型地震で，約 30"-"50%の人
が家具類の転倒，落下，移動が原因でけがを
していることを伝え，どのような士夫をする
と，被害が少なくなるかを考えさせる。
5山形県の被害想定を知らせ，自分たちの取組次
第で被害を少なくすることができることに気
付かせる。
6自宅で工夫していることや工夫が必要なとこ
ろを調べる課題を提示する。
②の授業では，火山の噴火想定のハザードマッ
プを展開の段階で活用したが，ここでは導入の段
階で地震想定のハザードマップを使ってみた。 C
小学区の想定震度は6強とされ，気動宇の震度の
説明を見ると「固定していない家具のほとんどが
移動し，倒れるものが多くなるJと書いてある。
これらを調べさせた後に，実際の被災写真を提示
した。子どもたちの中には，もうダメだという表
情を見せる子もいた。しかし， rこのままではまず
い，何とかしなきゃ」 ι思う子が必ず出ると確信
してこの流れで進めた。その結果，確信していた
通りの反応があり，地震被害が少なくなる玉夫を
グループで話し合うことにした。
②と③の授業後の子どもたちの感想には，ハザ
ードマップかち得た知識の日常生活への生かし方
が書かれており，前向きに「想定にとらわれない
こと」をつかんでいたと恩われる。また， r自然災
害は恐ろしいもの」とだけ意識付けてしまう，い
わゆる「脅しの防災教育」とならないカ嚇念して
いたが，想定される災害に恐怖を感じつつ，想定
を受け入れ，どのように立ち向かうかが書かれて
いた。これらのことから，ハザードマップの活用
は有効だったと考えられる。(表4，表5参照)
表4山形市立C小学校の②の授業後の感想(除26)
情報の選択や判断，活用について 17 
災害は危険だから，対策を考えたい 3 
怖くてiL'唖己だから，詳しく調べたい 3 
知識が得られてうれしかった 3 
表5山形市立C小学校の@ゆ授業後の感想(陣=23)
自分でできることはやりたい 12 
家具の固定など，知識について 5 
知識が得られてうれしかった 4 
地震は危ない 2 
(2)防災管理
q冷噌防災マニュアル作成ハンドブックの作成
a)鶴岡市
指導教員が鶴岡市教育委員会防災教育アドバイ
ザーを務めている関係で， 2013年度に，各校の防
災計画をチェックすることになった。すると，内
容に不備とぱらつきがあり，作業が捗らなかった。
宮城県では， 2012年度に県教育委員会から「学
校防災マニュアノ哨成ガイドJが配布され，各校
で防災マニュアルを作成方ることになった。筆者
は，作成の役割を任された経験から，ひな形を配
布し，全体のレベルを上げることを提案した。
指導教員およt用究蜜斤鳳院生とともに，宮城
県教育委員会発行のガイドを下敷きにしながら，
「鶴岡市学校防災マニュアル作船、ンドブック」
を完成させた。
内容は，鶴岡市の環境特性を組み入れて，組織
体制などの「事前対策J，在校時だけでなく，登下
校時や校外学習時等に災害が発生した場合の「初
期対応J，集団 F校や引き渡しなどの「三次対応J，
それから「学校再開」の構成とした。
b)山形市
2014年度，指導教員が山形市教育委員会から，
学校防災マニュアルの山形市版を作成したし、と相
談を受け，前年度完成させた，鶴岡版を下敷きに
作成することになった。
作成に当たって，学校現場の意見や市の防災部
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局との連携を加味するために， r山形市学校防災マ
ニュアル作成ハンドブック作成検討会Jが組織さ
れ，山形市小・中学校教頭会代表，山形市防災対
策課，山形市教育委員会学校教育課・スポーツ保
健課・管理課，山形大学のメンバーで構成し，筆
者もその一員に加わった。
ハンドブックの構成は，鶴岡市版を踏襲してい
るが，山形市の環境相主と最近の自然災嘗の発生
状況から，火山災害を加え，土砂災害や竜巻への
対応の中身を充実させた。また，より実践的なも
のとなるように，特別な支援を要する児童生徒へ
の対応のポイントヰ漣擁語l糠の内容例・状況設定
例ー想定場面例ー実施kの工夫例を挙げた。
②防災マニュアル作成の助言と避難訓練の視察お
よび事後の助言
指導教員とともに， 2014年度より運用された
「鶴岡市学校防災マニュアル作成ハンドブックJ
を基にした防災マニュアル作成の助言ヰ謎灘訓練
を視察し，事後検討会での助言を，市内7小学校，
2中学校で行った。
学校訪問において共通して指摘できることは，
以下のとおりである。
・告を状化等，学校の立地特性を踏まえているか
.停電時に校内放送が使える制縫認済みか
-地震時に防火扉が閉まることを想定しているか
• r落ちてこない・倒れてこない・移動してこなし、J
の初期避轍T動が指導されてし、るか
・引き渡し守有機などの判断基準を予め保護者等
に周知しているか
などが挙げられる。
4 考察
(1)防災教育
体験談に基づく実践では，海に面していない山
形市周辺の児童生徒に，太平洋冶岸を襲った津波
の話をしても，隣の県の話だと輿味を示さなかっ
たり，恐怖感をただ植え付けたりすることが考え
られた。大規摸な災宮だったために，恐怖感を持
つことは避けられないにしても，自分と同じ6年
生が体験したことや自分と同じ歳の子が体験した
ことなどと，聞き手の児童生徒と共通点を探りな
がら授業を進めることで，自分の思いと重ねなが
ら授業に参加させることができる。
高校での実践では，どの授業でも地震想定の同
じハザードマップを同じタイミングで提示したが，
筆者の「ここが奥羽本線」という一言で，生徒の
反応が変わった。災害を自分に身近なこととして
とらえさせると意識が変わることが分かつた。
ノ、ザ}ドマップは，東日本大震災において，住
民の遊離子動への功罪が浮き彫りとなったが，地
域の災害特性を知る上で重要な役割を担ってし、る。
ところが，ハザードマップは各家庭に臨布されて
いるものの，学校教育の場で活用されていない。
また，例えば，馬見ヶ崎)1の流路変更など雑鋪で
起きた過去の災害(災害史)に樹もることで，地
域の災害特性を知ることができる。子どもたちの
感想からも，知ることができてよかったと効巣が
あることが明らかである。地蛾の教材としてスポ
ットを当てるイ州産があると考える。
学校現場では，身近な地域の事例を用いた指導
が様々な工夫のーっとして行われている。防災の
観点から身近な教材を開発・活用・発掘し，教科
指導の中に落とし込むことが，防災教育推進に有
効であると考える。
(2)防災管理
文音防ヰ学省が発行した「学校防災マニュアル作
成の手引きJだけを基に，防災マエュアルを作成
しようとすると，時間的・労力的に非常に厳しい。
学校が所在する土地条件や社会的剣牛は，地域に
よって多様であり，災害発生時の勤務体制等，自
校だけで判断するには難しい事項もある。それら
の指針となるものを各自治体で整備すれば，自治
体全域の学校の防災管理体制を引き上院ある程
度鮒守できる。そこから自校化することで，各教
職員が活用できるものとなると考える。
9月 1日に防災の授業と職員研修会を行った山
形市立B小学校では，翌日の避難訓練において，
校庭に避難した後，防災倉庫の中を見てから教室
に戻るということをした。このわずかなひと手間
で，学校全体の防災意識が高揚すると考える。
5 課題とまとめ
ここで提示した授業実践は主に，既存の単元に
防災の観点を組み入れた試みであったが，教育実
習生や外部講師として授業をしたこともあり， 1 
単位時間の単発的なものであった。単元全体の実
践を通して，既習事項や4出僻トとの関連事項など
を取り入れ，より効果的な防災の観点の組み入れ
方を探っていくべきである。
自然災害は地域的現象であるから，学校防災に
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は，地域の特性を踏まえること(白校化)が必須
である。このことを意識してプログラムを工夫し，
実践した結果，身近な地域の題材を用いることは，
子どもたちのみならず，輔市の「自己防災感J1) 
醸成において決定的に重要であることを明らかに
した。特に被災経験が乏しい生出或(ほとんどの地
域では大災害の経験はなし守における学校防災の
効呆を考えたとき.r自己防災感Jこそが鍵である
と考える。
教科書の指導内容を防災の観点で洗い出すだ
けでは， r自己防災感」は生まれにくい。地域のエ
ッセンスを加えることで，その感情が芽生えるも
のだと考える。そのために，地域の素材を防災の
観点で教材化することや，元々ある地域の教材を
防災の観点で活用すること，風化してきたかつて
の災害体験談などを発掘することをこれからの課
題とする。それらの対よ持勢樹を発信し，いかに
普及させるかが今後の大きな使命と考える。
注
1) r自己防災J惑Jについては， rわがことJ番J(福
和， 2013)と通じるものであるが， r災害が自分に
起こることとしてとらえるJ意味の他に， r状況を
自ら判断し，自分の命は自分で守る」というニュ
アンスを加えて，この語句をつくった。
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